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１．は じ め に

　本研究は、野中（2004、2009）の続編として、日本人学習者の英語習得研究の基礎データ収集を目的
としたものである。野中（2004）では日本人大学生の受容語彙サイズ（以下「語彙サイズ」）を、野中（2009）
では日本人短大生の語彙サイズとその変化を分析した。本研究では、野中（2009）と同様に短大生を対
象学習者としたうえで、その被験者数を増やし、先行研究で得られた結果の妥当性・信頼性を高めるこ
とを目指す。また、被験者の性質を示すデータとして、英語運用能力小テストの結果も加味して、短大
生レベルの学習者の推定英語語彙サイズとその変化を分析する。
　英語母語話者の語彙サイズについては、野中（2009）でまとめたとおり、いくつかの先行研究があ
る。Aitchison（2003）では、教養ある成人英語母語話者は、辞書の見出し語換算で最低50,000語を理解
し、潜在的に使えるとしている。Goulden et al. （1990）では、大学生英語母語話者は、派生語をまと
めてカウントするワードファミリー換算で17,200語を理解できるとしている。この２つの研究結果は外
国人学習者には到底習得不可能に思えるが、一方で、日本人学習者にも達成可能と思える語彙サイズ
データもある。Nation（1990）は、大型辞書の見出し語総数128,000のうち、通常のテキストで87％を
占める高頻出語2,000に加えて同８％を占める大学レベル語彙800を知っていれば、通常のテキストは満
足いく程度に理解できるとしている。また、Hirsh & Nation（1992）は、「読みを楽しむ（reading for 
pleasure）」ためには5,000語が必要としている。
　日本人高校生を対象とした八島（2002）では、５つの都立・県立高校に通う高校２年生643名の平均
語彙サイズとしてワードファミリー換算で3,355語という結果が報告されている。さらに、２年間に渡
る調査結果として、自らの勤務先の都立高校の１～３年生の平均語彙サイズが示されており、それによ
ると、１年生が2,900 ～ 3,100語、２年生が3,200 ～ 3,500語、３年生が3,700 ～ 3,800語という結果が得ら
れている。
　八島（2002）の研究手法に準じ、大学生を被験者とした野中（2004）では、望月（1998）の語彙サイ
ズテストを使用し、英語を専門としないintermediate から lower intermediate レベルの大学生172名に
ついて、その推定語彙サイズ3,772.9語、最高値5,167語、最低値2,533語、標準偏差547.5というデータを得た。
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これは、八島（2002）の結果と比較検討して、妥当な数値であることが推察された。また、野中（2004）
では、1,000語～ 6,000語レベル別の正答数の平均から、1,000語レベルの語彙はほぼ定着しているが、2,000
語レベルの語彙は７割程度、3,000語レベルの語彙は６割程度と定着度が下がっていき、5,000語レベル
では５割を切ることが確認された。さらに、語彙レベル毎に項目別正答率を算出し、その内容を検討し
たところ、2,000語～ 3,000語レベルの語彙については高校レベルで十分対応可能である一方で、4,000語
レベルを超える語彙については高校レベルでの習得は徐々に難しくなるということが推察された。さら
に、被験者は未知語に対して正答を思いつかない場合には、見覚えのある単語を選ぶ傾向があるのでは
ないかと考えられた。
　野中（2009）では、大学生を対象とした野中（2004）の続編として、短大生の英語語彙サイズ測定
とその変化の分析を行なった。その結果、intermediate から lower intermediate レベルの短大生41名
の入学直後の語彙サイズとして平均3,679.7語（最高4,600語、最低2,933語、標準偏差411.9）、入学後９
カ月を経た時点の語彙サイズとして平均4,130.1語（最高5,267語、最低3,500語、標準偏差379.6）という
データを得た。これは、大学生や高校生を対象として同じ測定方法を採った先行研究（野中2004、八島
2002）の結果からみて妥当な数値と考えられる。また、1,000語～ 6,000語レベル別の正答数の平均から、
プリテストの段階で、1,000語レベルの語彙はほぼ定着しているが、2,000語レベルで７割程度、3,000語
レベルで６割程度、4,000語レベルで５割超、5,000語レベルで４割超、6,000語レベルで４割程度である
ことが確認された。同様にポストテストの段階では、1,000語レベルの語彙の定着はほとんど変化ないが、
2,000語レベルで８割程度、3,000語レベルで７割程度、4,000語レベルで６割超、5,000語レベルで６割近く、
6,000語レベルで５割近いことが確認された。このように、ポストテストでは、2,000語レベル以降では
プリテストに比べてそれぞれ10％超の正答率の増加が見られ、特に5,000語レベルでは正答率で30％の
増加が見られた。こうした結果から、短大レベルの英語学習を継続することにより、一定の語彙力増強
が期待できるのではないかという感触を得た。
　上記の研究結果をふまえ、本研究では被験者数を増やし、短大生の語彙力についてその把握と変化に
ついて明らかにしていきたい。

２. 研究の目的

　本研究では、日本人短大生英語学習者について、以下の観点から分析・考察を行なうこととする。

　　（1） ２回の測定時における被験者の平均英語語彙サイズはどうなっているか
　　（2） 被験者の平均英語語彙サイズは９カ月間でどれくらい変化するか
　　（3） 上記の数値は被験者の当初の英語運用能力により差があるか

　上記観点のうち、最初の２つは野中（2009）と同様のものであるが、本研究では被験者数を増やし、
結果の妥当性・信頼性を高めることとした。また、観点の３つ目として、各年度冒頭に実施している英
語プレイスメント・テストの成績を利用し、語彙サイズ測定テスト成績との比較検討を行う。なお、本
研究では、先行研究（八島2002、野中2004、2009）に引き続き、「語彙サイズ」の定義として「ワードファ
ミリー換算での受容語彙の推定総量」を、「語彙レベル」の定義として「望月（1998）の語彙サイズテ
ストの各レベル」を、それぞれ採っている。
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３. 研 究 方 法

３. １．被験者

　筆者の勤務する私立短期大学の2012年度から2018年度に入学した１年生のうち98名を被験者として
データ収集を行なった。被験者は、当該短大での英語科目の履修数が比較的多く（半期５～ 10科目）、
英語学習に対する動機付けが高いと考えられる学生で、内訳は以下のとおりである。

　2012年度からの学生を被験者としているのは、2011年度までは半期の授業週数が14であるのに対して、
2012年度からは授業週数が15に変更されたことによる。被験者が受講している科目は2012年度から2018
年度まで大きな変化はなく、被験者は上記７年間を通してほぼ同内容・同レベルの教育を受けていると
考えられる。なお、被験者の８割超が入学後の半年までに実用英語技能検定準２級の資格を取得してい
るが、同２級の資格取得者は２割に満たない。そうしたことから、被験者の英語レベルは野中（2004、
2009）の被験者とほぼ同等（intermediateからlower intermediate）と言える。

３. ２．英語運用能力測定

　被験者の英語運用能力を示す資料としては、入学当初に実施している英語運用能力小テストの成績を
使用した。これは、実用技能英語検定の３級～２級までの過去問からリスニング問題22問、文法問題30
問の計52問を抽出し、入学者の英会話授業のプレイスメント・テストとして例年使用しているものであ
る。被験者98名のテスト結果は、平均30.5点、最高49点、最低12点、標準偏差8.97となった。得点の度
数分布は表２および図１に示したとおりである。

表１：被験者数内訳

表２：プレイスメント・テスト成績分布
（N=98）

図１：プレイスメント・テスト成績分布（N=98）
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３. ３．語彙サイズ測定

　被験者の語彙サイズ測定には、先行研究（八島2002、野中2004、2009）に合わせ、望月（1998）の
語彙サイズテストを使用し、そのうちの1,000語～ 6,000語レベルの６つのテストフォームを利用した

（Appendix 参照）。先行研究からの繰り返しとなるが、望月の語彙サイズテストは、例えばNation（1990）
の Vocabulary Levels Test 等と比較して、日本人学習者を対象とした配慮や語彙レベルの設定の点で
より信頼のおけるテストと判断したことにより、これを採用した。

３. ４．研究手順とデータ分析の方法

　2012年度から2018年度の７年間にわたり、４月上旬の全学オリエンテーション期間中の40分程度を使
用して既述のプレイスメント・テストを実施し、授業開始後の同中旬に語彙サイズ測定プリテスト、翌
年１月下旬に語彙サイズ測定ポストテストとして、英語授業時間内の約60分を使用して語彙サイズ測定
を行なった。
　語彙サイズ測定では、各レベル30問の語彙サイズテストを１レベル最大10分という制限時間内で解答
させ、６つのレベルを合わせて得た総語彙サイズを最初の分析データとした。語彙サイズは以下の計算
式により求めたものである。

　　　　　　　 　　　　 　語彙サイズテストの総得点
　　　語彙サイズ　 ＝　────────────────　×　6,000
　　　　　　　　 　　　 語彙サイズテストの問題数（180）

　プリテスト・ポストテストの内容は同一であるが、プリテストは解答非公開・答案未返却であること
に加え、ポストテストまでの期間が十分長いことから、プリテスト受験のポストテスト結果への影響は
無視できると考えた。両テストの得点比較により、語彙レベルの伸長を測定した。
　データ分析では、まずプリテスト・ポストテストともに総語彙サイズを算出し、両テスト結果に有意
差があるかを対応のあるt検定により検証した。
　次に、被験者の英語運用能力の違いが語彙サイズの変化に影響を及ぼすか否か、影響を与えるとすれ
ばどの程度の変化が見られるかを検討するために、プレイスメント・テスト成績上位群22名と同下位群
22名の語彙サイズの変化を検証した。成績上位群・下位群ともに全体の20％程度を占めており、英語運
用能力差を代表する被検者群として妥当なグループと考え、設定した。分析では、両群内での語彙サイ
ズの変化を検証した。

４．結果と考察

４. １．被験者の語彙サイズ分布と平均語彙サイズ

　98名の被験者の推定語彙サイズは、プリテストで平均3,958.5語、最高5,033語、最低2,333語、標準偏
差568.9、ポストテストで平均4,337.1語、最高5,167語、最低3,167語、標準偏差465.1となった。400語毎
に区切った語彙サイズレベル毎の度数分布は表３および図２に示したとおりである。
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　野中（2009）では、短大生41名の被験者の推定語彙サイズは、プリテストで平均3,679.7語、最高4,600語、
最低2,933語、標準偏差411.9、ポストテストで平均4,337.1語、最高5,167語、最低3,167語、標準偏差465.1
となった。一方で、被験者数が増えた本研究では、被験者の語彙サイズの分布幅が広がったことがうか
がえる。「英語に対する学習意欲の高い」短大生レベルとして妥当な値かと考えられる。先行研究の結
果とも考え合わせると、日本人短大１年生の入学時の推定英語語彙サイズは平均で3,600 ～ 4,000語程度
であると判断してもよいかもしれない。
　続いて、今回の被験者の推定語彙サイズの変化であるが、プリテストから９カ月後のポストテストで
は、単純計算で平均語彙数で380語程度の上昇が見られ、t検定で有意差が確認された（両側検定：t（97）
=12.79, p<.01）。語彙サイズ分布の変化についても、図２に見られるとおり、被験者全体の分布が目に
見えて移動しているのがわかる。

４. ２．語彙レベル別の正答数の平均値

　プリテスト・ポストテストそれぞれにおける1,000語～ 6,000語の語彙レベル別正答数平均値と標準偏
差は表４のとおりで、特に正答数平均値をグラフ化したものが図３である。両テストともに1,000語レ
ベルはほぼ満点の状態であったが、以降徐々に正答数が減り、プリテスト・ポストテストともに6,000
語レベルで正答率５割を切っている。これは先行研究である野中（2004、2009）でもある程度見られた
傾向である。

表３：語彙サイズ分布（N=98） 図２：語彙サイズ分布（N=98）

表４：語彙レベル別正答数平均値と標準偏差（N=98）
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　プリテスト・ポストテストそれぞれについてレベル別の平均点を一元配置の分散分析により比較し
たところ、両テストとも危険率１％未満の水準で有意差が見られた（プリテスト、F（5, 582）=267.0, 
p<.01、ポストテストF（5, 582）=284.6, p<.01）。この結果を受けて行なった多重比較検定では、プリテ
スト、ポストテストともに1,000語レベル・2,000語レベル間を除くすべてのレベル間に危険率１％未満
の水準で有意差があることがわかった。
　今回のデータからは、まずプリテスト段階では、先行研究である野中（2004、2009）とほぼ同じ結果
が得られた。つまり、大学・短大１年生レベルでは、1,000語レベルの語彙はほぼ定着しているが、2,000
語レベルではすでに大きく定着度が下がることが見て取れる。具体的な正答率は1,000語レベルで98％、
2,000語レベルで76％、3,000語レベルで66％、4,000語レベルで61％、5,000語レベルで53％、6,000語レベ
ルで42％であることが確認された。先行研究である野中（2009）は5,000語レベル以降については定着
率が半数を割り込み、日本人英語学習者には馴染みのない語彙が多数を占めることがうかがわれるとい
う結果であったが、本研究では定着率が半数を割るのは6,000語レベルになってからであった。
　一方、ポストテスト正答率は1,000語レベルで99％、2,000語レベルで85％、3,000語レベルで73％、4,000
語レベルで67％、5,000語レベルで61％、6,000語レベルで49％であることが確認された。結果からは、
先行研究同様にいずれの語彙レベルについても正答率の上昇が見られ（1,000語レベル0.4%、2,000語レ
ベル11.5%、3,000語レベル9.8%、4,000語レベル10.0%、5,000語レベル16.2%、6,000語レベル18.2%）、９
カ月間の英語学習を経て一定の語彙数増加と定着がうかがえる。プリテストでほぼ10割の正答率を示し
た1,000語レベルについては誤差と判断できる範囲内であるが、それ以降のレベルでは、いずれもほぼ
二桁以上の正答率の上昇を示している。特に5,000語レベル以上については4,000語以下レベルと比べて、
1.5倍以上の上昇率を示しているのは、特筆できる点であろう。こうした結果から、野中（2009）で推
察したとおり、いずれのレベルの語彙についても、継続的な英語学習により定着率の一定の上昇が期待
できると言ってよいかもしれない。なお、野中（2009）では5,000語レベルで30％もの正答率上昇を見
せたが、本研究の結果と比較すると、今回の結果がより実状に合った数値であると考えることができよう。

４. ３．被験者の英語運用能力と語彙サイズ、その変化

　被験者の英語運用能力の違いが語彙サイズの変化に影響を及ぼすか否か、影響を与えるとすればどの
程度の変化が見られるかを検討するために、プレイスメント・テスト成績上位群22名と同下位群22名の
語彙サイズの変化を検証した。まず、成績上位群の語彙サイズ分布は以下の結果となった。

図３：語彙レベル別正答数平均値
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　上位群22名の被験者の推定語彙サイズは、プリテストで平均4,553.0語、最高5,033語、最低4,033語、
標準偏差279.4、ポストテストで平均4,784.8語、最高5,167語、最低4,367語、標準偏差209.1となった。プ
リテストから９カ月後のポストテストでは、単純計算で平均語彙数で230語程度の上昇が見られ、t検定
で有意差が確認された（両側検定：t(21)=4.56, p<.01）。語彙数の上昇は今回の被験者全体の上昇幅（380
語程度）より低くはあるが、それでも十分有意差のある上昇値が得られた。語彙サイズ分布の変化につ
いても、図２に見られるとおり、被験者全体の分布が移動しているのがわかる。
　続いて、成績下位群の語彙サイズ分布は以下の結果となった。

　下位群22名の被験者の推定語彙サイズは、プリテストで平均3,451.5語、最高4,867語、最低2,333語、
標準偏差535.0、ポストテストで平均3,866.7語、最高4,967語、最低3,167語、標準偏差431.5となった。プ
リテストから９カ月後のポストテストでは、単純計算で平均語彙数で415語程度の上昇が見られ、t検定

表５：上位群語彙サイズ分布（N=22） 図４：上位群語彙サイズ分布（N=22）

表６：下位群語彙サイズ分布（N=22） 図５：下位群語彙サイズ分布（N=22）
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で有意差が確認された（両側検定：t（21）=5.60, p<.01）。語彙数の上昇は今回の被験者全体の上昇幅（380
語程度）より高く、さらに大幅な上昇値が得られた。語彙サイズ分布の変化についても、図５に見られ
るとおり、被験者全体の分布が上位群にも増して移動しているのがわかる。野中（2009）では語彙サイ
ズ測定プリテスト得点下位層が同上位層に比較してポストテストで得点を大幅に伸ばしたという結果が
得られたが、本研究の結果はそれを追認するものとなったと言えよう。つまり、「英語運用能力の低め
の学習者は打てば（＝量さえ与えれば）響く」という一般化へ一歩近づいたと判断できる。

５．お わ り に

　本研究では、日本人学習者の英語習得研究の基礎データ収集を目的とし、短大生を対象とした野
中（2009）の続編として、短大生の英語語彙サイズ測定とその変化の分析を行なった。その結果、
intermediate から lower intermediate レベルの短大生98名の入学直後の語彙サイズとして平均3,958.5
語（最高5,033語、最低2,333語、標準偏差568.9）、入学後９カ月を経た時点の語彙サイズとして平均4,337.1
語（最高5,167語、最低3,167語、標準偏差465.1）というデータを得た。これは、野中（2009）のほか大
学生や高校生を対象とした先行研究（野中2004、八島2002）の結果からみて妥当な数値と考えられる。
　また、1,000語～ 6,000語レベル別の正答数の平均から、プリテストの段階で、1,000語レベルの語彙は
ほぼ定着しているが、2,000語レベルで76％、3,000語レベルで66％、4,000語レベルで61％、5,000語レベ
ルで53％、6,000語レベルで42％であることが確認された。同様にポストテストの段階では、1,000語レ
ベルの語彙の定着はほとんど変化ないが、2,000語レベルで85％、3,000語レベルで73％、4,000語レベル
で67％、5,000語レベルで61％、6,000語レベルで49％であることが確認された。このように、ポストテ
ストでは、2,000 ～ 4,000語レベルではプリテストに比べてそれぞれ10％程度の正答率増加が見られ、5,000
～ 6,000語レベルで15％超の正答率増加が見られた。先行研究に加えた今回の調査結果から、短大レベ
ルの英語学習を継続することにより、一定の語彙力増強が期待できることがわかった。その一方で、野
中（2009）に引き続き6,000語レベルの語彙の正答率は相変わらず５割を割り込むものとなり、そのレ
ベルの語彙の定着の難しさをうかがわせた。一方で、本研究により先行研究の知見を補強する内容とし
て、英語運用能力の比較的低い学習者については、学習を継続することにより、語彙サイズの増加が期
待できるという結果が得られた。
　本研究では、日本人学習者の語彙指導研究の一助となることを目的とし、基礎データの蓄積を重ねて
いるが、一般論を導き出すには更なる研究が必要である。今後もこうした研究を継続し、学習者理解に
つながる基礎データ収集を続けていくこととしたい。
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Appendix：望月（1998）語彙サイズ測定テスト（6,000語レベル）




